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　「埼玉県災害時医療救護基本計画」に規定される災害
時の医療救護活動に必要な医薬品等の供給体制を強化す
るため、「薬剤師災害リーダー」を育成する。

（１）薬剤師災害リーダーの育成　　2,138千円
（２）薬剤師災害リーダーの活用　　　508千円

（１）事業内容
　　ア　薬剤師災害リーダーの育成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,138千円
　　　　一般社団法人埼玉県薬剤師会に委託して次の研修会を開催する。
　　（ア）一般社団法人日本災害医学会の災害薬事研修コース（PhDLS）プロバイダーコース
　　（イ）一般社団法人日本災害医学会の災害薬事研修コース（PhDLS）インストラクターコース
　　イ　薬剤師災害リーダーの活用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　508千円
　　（ア）ア（イ）の研修会を受講者した者を埼玉県薬剤師災害リーダーとして委嘱する。
　　（イ）アの研修会の修了者を効果的に活用し、全県の薬剤師を対象の講習会を開催する。

（２）事業計画
　　ア　薬剤師災害リーダー育成研修会の開催
　　（ア）一般社団法人日本災害医学会の災害薬事研修コース（PhDLS）プロバイダーコース（２回／年）
　　（イ）一般社団法人日本災害医学会の災害薬事研修コース（PhDLS）インストラクターコース（１回／年）
　　イ　埼玉県薬剤師災害リーダーの委嘱（最大２４人）
　　ウ　災害薬事講習会の開催（１回／年）

（３）事業効果
　　　災害時の医療救護活動に必要な医薬品等の供給体制の強化

（４）その他
　　ア　薬剤師災害リーダーのスキルアップを図る災害薬事講習会は継続する必要があるため、事業の終期は設定でき
　　　ない。
　　イ　「薬剤師災害リーダー」の役割
　　（ア）災害時に県災害対策本部に参集し、医薬品等の供給調整（優先順位の決定、数量調整、代替薬の提案など）
　　　　や薬剤師チームの派遣調整等に係る助言及び支援を行う。（埼玉県薬剤師災害リーダー）
　　（イ）医薬品等の集積場所において、県災害対策本部との連携、代替薬提案への対応等を行う。
　　（ウ）市町村の医療救護所等において医薬品等の需給の把握及び県災害対策本部への報告を行う。

２　事業主体及び負担区分
　(県10/10)

３　地方財政措置の状況
　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
 9,500千円×0.1人＝950千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比

決定額 2,646

前年額 2,712 2,712

― 保健医療部 212 ―

介護・医療体制の充実

2,646 △66

地域医療体制の充実



 

事業名

単位事業名 予算額 2,138千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 2,138 0 薬剤師災害リーダー育成のための研修会開催　2,137,300円

合計 2,138 0

単位事業名 予算額 508千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 90 0 講習会講師謝金（コーディネター）50,000円×1人×1回　50,000円
講習会講師謝金（薬剤師）　　　　20,000円×2人×1回　40,000円

需用費 51 △66 委嘱状用ケント紙　　　　　　　　　　　　　 660円×1包　600円
感染対策用品　　　　　　　　　　　　　　　　　一式　50,000円

役務費 4 0 委嘱状の送付　　　　　　　　　　　140円×24人　　　　3,360円

委託料 308 0 講習会ＷＥＢ配信　　　　　　　　　　　　　　 一式　308,000円

使用料及び賃借料 55 0 講習会 会場費　　　　　　　　　    　55,000円×1回　55,000円

　

事業内訳書

災害時薬剤師育成事業費

薬剤師災害リーダーの育成

主な内容

薬剤師災害リーダーの活用

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 508千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

合計 508 △66

薬剤師災害リーダーの活用

主な内容


